
          ２０１７年度 第３回 

中京大学所蔵国書善本展示会 
 

中京大学名古屋図書館は、２０１７年度の第３回国書善本展示会を下記の日程で開きます。 

普段は貴重書庫に置かれて一般には公開されていない貴重な図書です。ぜひご高覧ください。 

 

展示場所： 中京大学名古屋図書館１階 

展示期間：１０月２日（月）～３０年１月３１日（水） 

    展示作品  

    １．杜若
かきつばた

・・・・・・・江戸初期               １冊 

     今春
こ ん ば る

禅
ぜん

竹
ち く

作かとされる謡曲
よ う き ょ く

。古活字版
こ か つ じ ば ん

のうち光悦
こ う え つ

謡本
うたいぼん

と呼ばれるもので、帖装本
じょうそうぼん

 

と呼ばれる装丁となっている。色
い ろ

替
かわり

本
ぼん

であり、表紙だけが雲母
き ら

摺
ず

り模様で、本文の 

紙の色は、藍や紅など一枚毎に替わる。 

 



    ２．殺生
せっしょう

石
せ き

・・・・・・江戸初期               １冊 

     作者不詳の能の楽譜。光悦
こ う え つ

謡本
うたいぼん

には、帖装本
じょうそうぼん

と袋
ふくろ

綴本
と じ ぼ ん

の二種類の装丁がある。 

      そのうちの袋綴本。紙は楮紙で、綴じ方も江戸時代に一般的であった四つ目綴じ。 

      雲母
き ら

摺
ず

り模様は表紙だけにある。

 

    ３、伊勢
い せ

物語
ものがたり

・・・・・・・・・・・・・・江戸初期        １冊 

     平安時代の歌物語。角倉
すみのくら

素
そ

庵
あん

が出版したと目される嵯峨本
さ が ぼ ん

で、慶長十三年（１６

０８）刊。本文は独特の字体の木活字を用いて刷られ、挿絵は木版画方式で印刷さ

れている。紙は藍、紅など一枚毎に色が替わるなど美術的意匠がこらされている。

 


